


















































































































のうち青島 3,587戸 13,520人（男性 6,779人，女性 6,741人），済南 573戸 1,810人（男性 981人，
女性 829人），鉄道沿線 370戸 1,135人であった 24。山東省内における日本人工業，鉱業の投資額は，
青島における紡績工場 5,000万円，そのほか各種工業 1,500万円，鉄道沿線および済南の各種工業
























































































































軍の手に惨殺された如く者 12（男 10，女 2），そのほか発見した屍体 10，負傷入院後死亡 2，暴行
侮辱を加えられた者 30余，婦女にして凌辱された者 2，掠奪被害戸数 136，被害人員約 400，被害
見積額 35万 9千円に達すると記されている 53。被害者の多くは朝鮮人の麻薬販売人や売春業者で，




































































































































































































































社会経済研究所，2015年 1月，1～34頁。下：『和光経済』47巻 3号，和光大学社会経済研究所，2015年 3月，1～
28頁）。
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1927年 8月）。一方，外務省調査によれば，1927年 12月末青島 13,639人，済南 2,160人，鉄道沿線 1,125人。1928
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